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研究分野：教育工学 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・教育工学 
キーワード：コンピュータ適応型テスト、ＣＡＴ、項目反応理論、ＩＲＴ 
 
１．研究計画の概要 
近年、コンピュータの普及によりテストの

分野でも、コンピュータ適応型テストが実用
化されている。コンピュータ適応型テストは、
コンピュータを用いて受験者の反応に応じ
て、問題を選択して出題するようなテストで
ある。 
しかし、教育や臨床心理の現場では、一部

を除き、依然として、紙筆テストしか行われ
ていない。そこで、本研究では、教育や臨床
心理の現場で、コンピュータ適応型テストを
容易に行うことができる汎用的なテストシ
ステムの開発を行う。また、コンピュータテ
ストに、より適した新たなテスト理論のモデ
ルの提案も行う。 
平成 20 年度は、まず、教育や学習を行った

効果を測るためのテストや心理テストに適
したシステムとするために、どのような機能
が必要なのかの洗い出しを行う。また、同時
に、従来の紙と鉛筆を用いたテストのコンピ
ュータ化を支援するソフトウェアの開発も、
行っていく。そして、テスト理論の専門家で
はない、現場の教育者や研究者が、容易に項
目反応理論に基づく分析を行うことができ
るソフトウェアを作成する。 
平成 21 年度には、20 年度に洗い出した機

能要件に基づいて、引き続きコンピュータ適
応型テストシステムの開発を行う。このシス
テムには、20 年度に開発した項目反応理論の
分析を行うためのソフトウェアの組み込み
も行う予定である。 
平成 22 年度には、新たなテスト理論のモデ

ルの開発を行う。コンピュータ特有のモデル
として、解答時間を考慮したモデルや新しい
問題形式に対応したモデルが考えられる。 
平成 23 年度には、22 年度に引き続いて新

しいテスト理論のモデルの開発、システムの
改良を行っていく。モデルについては、統計
的、解析的な性質も論じなければならない。
理論的な検討に加え、コンピュータによりシ
ミュレーションも行う予定である。 
最終年度には、それまでに研究、開発を行

ってきたシステムとモデルの有効性を検証
する。この検証では、共同研究者に依頼して、
実際にテストの実施を行っていく予定であ
る。これにより、システムの完成度を高める
ことができるものと考えている。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究では、まず、教育や学習を行った効

果を測るためのテストや心理テストに適し
たシステムとするために、どのような機能が
必要なのかの洗い出しを行った。また、開発
を行っているシステムをプロトタイプとし
て用いて、実際のテストをコンピュータ化す
ることも行った。これにより、具体的な必要
項目の洗い出しを、効率的に行うことができ
た。 
また、同時に、従来の紙と鉛筆を用いたテ

ストのコンピュータ化を支援するソフトウ
ェアの開発も、行っている。項目反応理論に
基づく分析を行うためのソフトウェアは、ま
だ普及していない。こういった分析を行うた
めに良く用いられているソフトウェアとし
て、BILOG がある。しかし、これは多機能
で、テスト理論の専門家でないと使いこなす
のは困難である。そこで、テスト理論の専門
家ではない、現場の教育者や研究者が、容易
に項目反応理論に基づく分析を行うことが
できるソフトウェアを作成している。 
そして、システム自体が容易に利用可能あ

ることも重要である。既存のテスト問題を容
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易にシステムに組み込むことができるよう
にしなければならない。現在開発しているシ
ステムでは、Microsoft Word で問題文を作成
するだけで、運用が可能である。これと同様
の仕組みを、Web ベースで運用が可能となる
システムの開発を行っている。 
現在は、機能の洗い出しを引き続き行って

おり、同時にシステムの開発も進めていると
ころである。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
システムの開発は、おおむね順調に進展し

ている。ただし、新しいモデルの開発に関し
ては、若干の遅れがある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
若干の遅れがある新しいモデルの開発につ

いて、早急に研究を進めていく予定である。
また、雑誌論文などの研究成果がないため、
これまでの研究成果を論文にまとめる予定
である。 
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